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慧三三tfi享宰
世界で初めて月の裏側の土壌試料を採取した中国の無人探査機
「嬬蛾6号」が、地球に帰還した。内モンゴル自治区にパラシュ

ートで落下し、駆け付けた人員が中国国旗を立てた。・（EPA時事）

世界初月裏側の土壌持ち帰り成功

ヰ国の宇宙開発
2013年　　　　無人探査機「婦蛾3号」が月面着陸

19年一　　　　無人探査機「婦蛾4号」が世界で初めて月の裏側

＿　ニーに着陸

20年　　　　無人探査機「嬬蛾5号」が月の土壌を採取し帰還

21年　　　　無人探査機「天問1号」が火星着陸

22年　　　　中国独自の宇宙ステーション完成

24年5月3日　無人月探査機「婿蛾6号」打ち上げ
6月2日　婿蛾6号が月の裏側に着陸

6月25日　嬬蛾6号、月の裏側の土壌試料採取し帰還

30年までに　　有人月面着陸
・35年までに　　月面研究ステーション建設

（北京時事）
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